
　三寒四温に春の兆しが見えはじめた2015年2月22日（

日）から26日（木）にかけて、池袋・東京芸術劇場にて藝術

出版社主催の「歴史を刻む秀作展」が開催されました。

　会場となった5F展示ギャラリー1は、総面積約400平方

メートル、天井約4mという当劇場最大の展示ホール。

2012年9月1日にリニューアルしたばかりのまばゆい白さ

を放つ壁面に、全国から精選された絵画、彫塑、工芸、書、

写真、版画など60点以上の美術作品が誇らしげに花を咲

かせました。

　東京都の芸術文化施設の殿堂・東京芸術劇場らしく、同

5階にある大コンサートホールを訪れる“芸術目利き”の客

らを始めとするたくさんの来場者に恵まれて、開催5日間で

来場者は800名を越え、会場は「東京芸術祭2015」の名

にふさわしい活況を呈しました。

　「外からながめた松井民雄氏の『岳は荒、里に小雪舞う』

（油彩）に魅かれて入場しました」、「久保田政子氏の『まな

ざし』（油彩）の馬の目が素敵」、「藤井清隆氏の『大口開け

て』（水墨）には鬼気迫るパッションを感じる」、「岩尾計助

氏の水彩の重厚なマチエールに驚いた」、「関映雪氏の水

墨を見ているとこちらまで楽しい旅をしている気持ちにな

る』などの声が寄せられ、横山敏明氏の無漂白のチリ紙を

使用した作品の前で子どもが「ここが畑で……」などと想

像力を発揮していたことも印象的でした。また「この展示

作品を購入したい」というお声がかりもありました。

　藝術出版社は20年以上の歴史の中で、美術業界の序列

や派閥、しがらみに一切縛られない独自にして自由な視点

での選抜作家展覧会を開催してまいりました。本展にもま

た、当社の姿勢に共感、賛同してくださるアーティストの方

々が集結し、熱心な感想と温かい励ましをくださった来場

者の皆様との輪が、大きな生きる希望と勇気に満ちて拡が

った印象的な展覧会となりました。

独自にして自由な視点で選抜された
歴史に刻まれる逸品が勢揃い ！ !

歴史を刻む
秀作展

東京芸
術祭2015


